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令
和
四
年

壬
寅
川
上
村
御
柱
祭

今
年
は
、
数
え
で
７
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
大
祭
〝
御
柱
祭
〟
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
開
催
と
い
う
状
況
下
で
、
関
係
各
所
は
工
夫
を
凝
ら
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
違
っ
た
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

諏
訪
大
社
の
大
祭
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３
月
12
日
土
曜
日
、
秋
山
地
区
内
。
ド
ォ
ー
ン
と

豪
快
な
音
を
た
て
て
、
秋
山
御
柱
祭
の
里
曳
き
で
用

い
る
御み

は
し
ら柱

が
伐
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
数
え
で

７
年
に一度
行
わ
れ
る
奇
祭
、
御
柱
の
始
ま
り
を
告

げ
る
合
図
か
の
よ
う
で
す
。
御み

は
し
ら柱

は
、
樹
齢
72
年
の

モ
ミ
の
木
で
、
全
長
12.

７ｍ
、
直
径
63㎝
。
秋
山
消

防
分
団
の
皆
様
の
手
で
木
の
皮
が
剥
か
れ
、
重
機
に

よ
り
秋
山
集
落
を
巡
り
ま
し
た
。

　

秋
山
御
柱
祭
実
行
委
員
長
の
川
上
太
水
さ
ん
は

「
里
曳
き
当
日
に
向
け
、
お
祭
り
の
機
運
が
日
増

し
に
高
く
な
って
き
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
気
を
付

け
な
が
ら
で
き
る
範
囲
で
開
催
し
た
い
。」
と
里
曳

き
への
想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
御み

は
し
ら柱

を
寄
進
さ
れ

た
林
亀
美
夫
さ
ん
は「
地
区
の
多
く
の
方
が
伐
倒
祭

の
様
子
を
観
に
来
て
い
て
、
お
祭
り
気
分
を
少
し
で

も
味
わ
え
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
が
続
く
な
か
、

改
め
て
お
祭
り
の
良
さ
を
感
じ
た
。」と
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
御
柱
祭
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
今
ま
で
に
な

い
状
況
下
で
の
開
催
、
そ
の
始
ま
り
と
な
る
こ
の
日
。

伐
倒
さ
れ
た
御み

は
し
ら柱

が
再
び
天
に
向
か
って
高
く
そ
び

え
る
姿
を
夢
見
て
、
関
係
各
所
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
の

戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
日
曜
日
、
JA
川
上
そ
菜
販
売
。
諏
訪

の
穴
山
鳳
鳴
綱
打
保
存
会
の
綱
匠
の
方
々
を
お
招

き
し
、
里
曳
き
で
用
い
る
綱
を
作
る
工
程
、
綱
打

ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
に
秋
山
消
防
分
団
の
皆

様
が
中
心
と
な
って
作
業
を
行
い
、
綱
匠
の
掛
け
声

と
と
も
に一
斉
に
３
本
の
縄
を
縒
っ
て
い
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
太
く
て
立
派
な
綱
は
、
里
曳
き
当
日
ま

で
ナ
ナ
ー
ズ
川
上
店
に
置
か
れ
、
買
い
物
へ
訪
れ
た

方
々
に
そ
の
姿
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

● 

伐
倒
祭

秋
山
地
区
御
柱
祭

桜が咲くなか、里曳きの難所、秋山諏訪神社境内を目指します。

綱打ちも一苦労。力を合わせます。

伐倒祭の神事の様子。
一同、御柱祭が無事終えること
を願います。

御柱寄進者の
林亀美夫さんも
式にご参加。

● 

綱
打
ち
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４
月
30
日
金
曜
日
。
軽
快
な
ラ
ッパ
音
と
木
遣
り

衆
の
皆
様
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
令
和
最
初
の
曳
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
秋
山

地
区
集
落
ま
で
ト
ラ
ク
タ
ー
の
み
の
曳
行
や
秋
山
名

物
の
仮
装
行
列
の
中
止
、
特
に
密
が
予
想
さ
れ
る

秋
山
諏
訪
神
社
境
内
へ
の
入
場
前
の
検
温
チ
ェッ
ク

等
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御み
は
し
ら柱

が
集
落
に
入
る
と
、
地
域
の
皆
様
や
訪
れ

た
方
が
お
出
迎
え
。
人
の
手
も
加
わ
り
、
例
年
通

り
の
曳
行
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
越
し
で
も

伝
わ
る
、
参
加
者
の
笑
顔
。
久
し
振
り
に
村
内
で

行
わ
れ
た
盛
大
な
お
祭
り
。
こ
の
日
は
、
綱
を
引

く
方
、
飲
食
物
を
用
意
す
る
方
、
ラ
ッパ
や
木
遣
り

で
士
気
を
高
め
る
方
等
、
参
加
さ
れ
た
方
が
様
々

な
場
面
で
、こ
の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

秋
山
諏
訪
神
社
ま
で
の
急
な
坂
道
は
曳
行
一番
の

難
所
で
す
。
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
参
加

者
全
員
の
力
を
一つ
に
し
、
境
内
ま
で
御み

は
し
ら柱

を
引
き

上
げ
ま
し
た
。
建
御
柱
は
重
機
と
秋
山
消
防
分
団

の
皆
様
の
力
を
合
わ
せ
、無
事
成
功
を
納
め
ま
し
た
。

　

秋
山
氏
子
総
大
将
の
井
出
昭
一さ
ん
は「
御
柱
祭

が
無
事
終
え
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
開
催
で
、
いつ
も
と
違
っ
た

部
分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
次
回
の
開
催
時

は
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
正
常
の
開
催
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
地
域
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
わ
っ
た
全
て
の

方
々
に
む
け
て
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
〝
打
倒
コ
ロ
ナ
で
幸
せ
に
〟。
掲
げ
ら
れ
た
文
字
か

ら
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
苦
労
や
こ
れ
か
ら

の
生
活
へ
の
希
望
が
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
日
建
て
ら

れ
た
御み

は
し
ら柱

は
、
次
の
御
柱
祭
ま
で
私
た
ち
の
生
活

を
静
か
に
見
守
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

● 

里
曳
き

次は6年後!その時は新型コロナが
終息していることを願って…。

大人から子どもまで。力と息を合わせて御柱を曳行。

私たち子ども木遣りも、
祭りを盛り上げます！ヨイサッ‼

里曳き当日、ここから曳行が始まります。
元ラッパ隊も駆けつけ、
ラッパの音を響かせます。

子どもだって
大人に負けないぞ！

メドデコを大きく揺らし、街中を進みます。

実行委員長が先頭に立って、
建御柱を盛り上げました。
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居
倉
地
区
御
柱
祭

　
３
月
28
日（
月
）。
居
倉
地
区
小
川
牧

場
奥
の
国
有
林
で
、
居
倉
御
柱
祭
実
行

委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
ら
が

集
ま
り
、
里
曳
き
で
用
い
ら
れ
る
御み

は
し
ら柱

の
伐
倒
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伐
倒
さ

れ
た
一
之
柱
は
、
樹
齢
１
２
０
年
の
し
ら

び
そ
で
、
全
長
27
ｍ
、
直
径
１
２
０㎝
。

居
倉
御
柱
祭
実
行
委
員
長
の
赤
堀
恒
行

さ
ん
は「
怪
我
無
く
伐
倒
で
き
た
こ
と

に
安
心
し
て
い
ま
す
。
里
曳
き
当
日
は

コ
ロ
ナ
が
好
転
し
て
、
従
来
の
賑
や
か
な

お
祭
り
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

疫
病
退
散
の
願
い
か
ら
、
良
い
お
祭
り
に

し
た
い
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。
御み

は
し
ら柱

は

小
川
牧
場
入
り
口
ま
で
運
ば
れ
、
居
倉

消
防
分
団
の
皆
様
に
よ
る
皮
む
き
作
業

や
形
が
整
え
ら
れ
て
、
山
出
し
当
日
ま

で
そ
の
場
所
に
保
管
さ
れ
ま
し
た
。

　　
３
月
30
日（
水
）。
居
倉
集
荷
場
で
綱

打
ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
は
居
倉

消
防
分
団
を
中
心
に
実
施
。
一
之
柱
を

曳
く
綱
は
合
計
１
２
０
本
の
縄
か
ら
作

り
上
げ
ら
れ
、
長
さ
は
約
62ｍ
に
な
り

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
JA
長
野
八
ヶ
岳
川

上
支
所
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

● 

伐
倒
祭

● 

綱
打
ち

大勢の方が居倉地区を訪れ、一致団結。

メドデコの上に乗り、里曳きを盛り上げます。 曳行の始まり、綱渡り。一気に綱を伸ばします。

今回伐倒された一之柱。
その立ち姿は圧巻。

一同心を合わせて、三本の
縄を一本に縒っています。

山出しで初めて御
みはしら
柱を見た方

も多く、その立派な雰囲気に
驚く方も。里曳き当日を迎えた綱と御

みはしら
柱。

　

４
月
９
日（
土
）。
日
差
し
が
強
く
、

春
を
感
じ
さ
せ
な
い
こ
の
日
。
伐
倒
さ

れ
た
御み

は
し
ら柱

を
里
曳
き
開
始
地
点
の
川
又

地
区
ま
で
曳
行
す
る
山
出
し
が
、
今
回
、

初
の
試
み
と
な
る
メ
ド
デ
コ
を
取
り
付
け

た
状
態
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

居
倉
地
区
の
皆
様
や
関
係
者
の
み
参
加

し
、
当
日
さ
な
が
ら
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
約
一ヶ
月
後
、

お
祭
り
は
、
皆
様
の
期
待
と
と
も
に
、

里
曳
き
を
迎
え
ま
す
。

● 

山
出
し
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５
月
３
日（
火
）。
長
い
よ
う
で
短

い
御
柱
祭
も
こ
の
日
が
最
終
日
。
当

日
は
多
く
の
方
が
、
色
と
り
ど
り
の

装
い
で
参
加
し
、
お
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
事
前
に

居
倉
公
民
館
で
健
康
チ
ェッ
ク
等
講
じ

た
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。
里
曳
き
開

始
の
合
図
、
綱
渡
り
が
行
わ
れ
る
と

歓
声
が
上
が
り
、
居
倉
諏
訪
神
社
に

む
け
た
曳
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

居
倉
集
落
を
巡
る
一
之
柱
の
曳
行

は
言
う
な
ら
ば
、
華
や
か
で
豪
快
な

雰
囲
気
で
す
。
メ
ド
デ
コ
を
こ
れ
で
も

か
と
揺
ら
し
な
が
ら
、
曳
く
方
々
の

掛
け
声
と
木
の
こ
す
れ
る
音
が
響
き

ま
す
。
そ
し
て
あ
と
に
続
く
子
ど
も

用
の
二
之
柱
の
曳
行
は
調
和
と
希
望

を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
地
区

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
大
人
に

負
け
じ
と
力
を
合
わ
せ
て
曳
き
、
木

遣
り
を
鳴
き
ま
す
。

　

御み
は
し
ら柱

が
居
倉
諏
訪
神
社
境
内
ま

で
曳
行
さ
れ
る
と
、
二
之
柱·

一
之
柱

の
順
で
建
御
柱
が
始
ま
り
ま
し
た
。

御み
は
し
ら柱

に
ワ
イ
ヤ
ー
を
取
り
付
け
て
、

人
力
で
引
き
建
て
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
一之
柱
の
建
御
柱
は
、
居
倉
地
区

の
氏
子
の
皆
様
が
柱
と
と
も
に
引
き

建
て
ら
れ
て
い
く
、
最
後
の
男
気
を
見

せ
る
大一番
。
大
歓
声
と
と
も
に
周
囲

の
氏
子
の
皆
様
も
盛
り
上
げ
て
い
き
、

そ
の
様
子
を
見
守
り
ま
す
。

　

そ
し
て
二
本
の
御み

は
し
ら柱

が
無
事
建
て

ら
れ
る
と
、
終
了
の
合
図
、
ラ
ッ
パ
の

音
色
と
ヨ
イ
サ
の
掛
け
声
が
境
内
に

響
き
、
弾
幕
が
披
露
さ
れ
、
紙
吹
雪

が
辺
り
に
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。
居
倉

御
柱
祭
曳
行
長
の
遠
藤
修
一さ
ん
は
、

「
今
回
の
御み

は
し
ら柱

は
立
派
す
ぎ
て
曳
行

に
手
間
取
る
の
で
は
と
心
配
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
消
防
団
を
は
じ
め
と

す
る
訪
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
順
調
に
最
後
ま
で
曳
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」と
振
り
返
り
ま
し

た
。
建
御
柱
で
御み

は
し
ら柱

の
先
端
に
立
た

れ
て
い
た
居
倉
木
遣
り
保
存
会
の
赤

堀
哲
也
さ
ん
は「
建
御
柱
の
大
役
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
皆

様
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち

で
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。」と
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

再
び
天
に
向
か
っ
て
高
く
聳そ

び

え
る

御み
は
し
ら柱

。
こ
う
し
て
こ
の
日
を
も
っ
て
、

令
和
４
年
川
上
村
で
の
御
柱
祭
が
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
次
は
６
年
後
の
令

和
10
年
。
そ
の
時
が
疫
病
や
戦
争
の

な
い
時
代
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
私
た

ち
の
生
活
は
続
き
ま
す
。

● 

里
曳
き

里曳き当日を迎えた綱と御
みはしら
柱。

二之柱は子ども木遣りが
中心となって盛り上げます。

木遣りの纏
まとい
を天高く上げ、

士気を高めています。

曳行の終わりはすぐそこ！
難所、諏訪神社への坂で
最後のひと踏ん張り。

無事建てられた御
みはしら
柱。

お祭りが終了となりました。

ヨイトーマーケ!掛け声に合わせて、御
みはしら
柱を建てていきます。
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川上村議会　●

第
１
回
臨
時
議
会

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認

◎
川
上
村
村
税
条
例
等
の一部
を
改
正
す
る
条

例◎
令
和
３
年
度
川
上
村一般
会
計
第
６
回
補
正

予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計

第
２
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
特
別
住
宅
特
別
会
計
第

２
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
第
５
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

事
業
特
別
会
計
第
３
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
第
３
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
訪
問
看
護
事
業
特
別
会

計
第
４
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
営
水
道
事
業
特
別
会
計

第
２
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計

第
４
回
補
正
予
算

条
例
改
正

◎
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◎
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

◎一般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

◎
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

契
約
案
件

◎
令
和
４
年
度
情
報
連
絡
施
設
移
設
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

条
例
改
正

◎
川
上
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例

補
正
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村一般
会
計
第
１
回
補
正

予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
第
１
回
補
正
予
算

人
事
案
件

◎
川
上
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
、
同
意
に
つ
い
て

委
員
会
審
査
報
告

◎
国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
７
月
20
日
に
固
定

化
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
・
採
択

◎「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、
へ
き
地
手

当
等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ

と
」を
長
野
県
知
事
に
求
め
る
陳
情
・
採
択

◎「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
育
予
算

の
増
額
」・「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
・
拡
充
」を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

陳
情
・
採
択

◎
女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ
の
安
全
安
心
の

確
保
に
つ
い
て
の
陳
情
・
採
択

◎
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し
な
い
安
全
保
障
政

策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
・

継
続
審
査

一
般
質
問

（
由
井
元
成
議
員
）

◎
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
基
本
政
策
の
見

直
し
に
伴
い
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
経
済
活

動
再
開
の
た
め
の
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か

◎
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
基
本
政
策
の
見

直
し
に
伴
う
経
済
活
動
の
再
開
に
合
わ
せ
保
育

園
・
小
・
中
学
校
の
活
動
再
開
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

（
由
井
秀
樹
議
員
）

◎
川
上
村
奨
学
金
に
つ
い
て

◎
今
年
度
の
野
菜
消
費
拡
大
事
業
に
つ
い
て

（
大
西
た
ま
子
議
員
）

◎
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

◎
保
育
所
で
実
施
し
て
い
る
自
由
登
園
に
つ
い

て◎
免
許
返
納
者
・
免
許
更
新
が
で
き
な
か
っ
た

方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

（
小
林
直
久
議
員
）

◎
廃
校
と
な
る
２
校
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う

に
利
用
す
る
の
か

◎
新
小
学
校
開
校
に
あ
た
り
新
た
な
職
員
寮
は

必
要
で
は
な
い
の
か

（
中
嶋
知
明
議
員
）

◎
川
上
村
の
洪
水
・
土
砂
災
害
を
見
据
え
た
治

水
・
治
山
対
策
に
つ
い
て

（
林
　
克
比
古
議
員
）

◎
大
深
山
産
業
道
路
進
捗
状
況
に
つ
い
て

◎
新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
林
　
公
上
議
員
）

◎
農
地
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に

つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
御
所
平
の

由
井
賢一氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

今
回
８
期
目
の
就
任
と
な
り
ま
す
。

臨時議会・6月定例会
主な議案と内容

上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り

承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会

上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り

承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
上
村
議
会
で
は
、
令
和
４
年
５

月
18
・
19
日
に
国
会
議
員
へ
の
要
望

活
動
、
大
田
市
場
で
の
市
場
視
察
、

全
国
町
村
議
長
会
事
務
総
長
に
よ
る

町
村
議
会
の
現
状
に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
５
月
25
日
に
は
、

長
野
県
庁
を
訪
ね
、
阿
部
知
事
、
土

木
部
長
、
農
政
部
長
と
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　　

衆
議
院
議
員
　
井
出
庸
生

事
務
所
に
お
い
て

⒈
高
騰
す
る
農
業
資
材
の
対
策

に
向
け
て
国
が
行
う「
化
学

肥
料
原
材
料
調
達
支
援
緊
急
対
策
事

業
」の
実
施
に
よ
る
、
価
格
の
上
昇

の
抑
制
の
要
望

　

原
油
価
格
、
肥
料
価
格
は
天
井
知

ら
ず
で
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
農
家

議
会
視
察
及
び

要
請
活
動
報
告
　

井出庸生衆議院議員と
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に
届
く
時
の
値
段
が
昨
年
同
様
の
水

準
に
収
ま
る
よ
う
、
国
主
導
で
実
施

さ
れ
、
そ
の
効
果
も
確
実
な
も
の
に

な
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

⒉
現
在
の
農
業
所
得
補
償
制
度

の
改
正
の
要
望

　

収
入
保
険
を
国
は
進
め
て
い
る
が
、

現
状
本
村
で
は
栽
培
技
術
の
向
上
と

人
海
戦
術
に
よ
り
ほ
ぼ
例
年
同
様
の

売
上
高
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
方

法
か
ら
、
今
回
の
肥
料
の
高
騰
に
よ

り
経
費
が
増
え
所
得
が
減
っ
た
場
合

の
対
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

⒊
農
業
先
進
地
の
本
村
が
今
後

も
日
本
で
有
数
の
農
業
立
村

で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
先
進
地
な
ら

で
は
の
補
助
事
業（
国
営
事
業
の
導

入
）の
要
望

　

現
在
の
日
本
の
農
政
は
遊
休
農
地

の
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
本
村
の
よ
う
に
遊
休
農
地
が

な
く
後
継
者
に
つ
い
て
も
確
保
で
き

て
い
る
産
地
は
、
ま
さ
に
日
本
の
農

業
が
目
指
す
べ
き
姿
で
あ
り
、「
農
業

再
生
」に
は
多
く
の
財
源
を
投
入
し

て
る
が
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
産

地
へ
の
恩
恵
が
少
な
い
こ
と
の
改
善

を
要
望
し
ま
し
た
。

　　

以
上
の
要
望
に
対
し
、
井
出
衆
議

院
議
員
か
ら
も
、
今
回
の
資
材
の
高

騰
に
は
国
を
挙
げ
て
対
処
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
補
償
制

度
、
補
助
事
業
関
係
に
つ
い
て
も
鋭
意

努
力
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

大
田
市
場
に
お
い
て

　

本
年
も
本
格
的
に
野
菜
出
荷
が
始

ま
る
季
節
と
な
り
、
野
菜
市
況
や
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
野
菜
消
費
の
動
向

等
に
つ
い
て
、
大
田
市
場
の
東
一
青
果

で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

時
期
的
に
、
川
上
産
の
野
菜
は
入
荷

さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関
係

者
か
ら
は「
川
上
産
が
い
よ
い
よ
入
っ
て

く
る
。
し
っ
か
り
売
り
ぬ
き
た
い
。」と

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
リ
で
レ
タ
ス
を
購
入
し

た
八
百
屋
さ
ん
か
ら
は
、「
長
野
産
の

レ
タ
ス
は
格
別
。
こ
れ
か
ら
の
時
期

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」と
の
お

言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
長
会
に
お
い
て

　

全
国
町
村
議
長
会
を
訪
ね
事
務
総

長
で
あ
る
望
月
氏
に
よ
る「
町
村
議

会
の
現
状
」に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
町
村
議
会
は
、
市
議
会
と

比
べ
無
投
票
と
な
る
確
率
が
高
く
、

選
挙
に
な
っ
て
も
投
票
率
の
低
下
が

顕
著
で
、
中
に
は
議
員
定
数
に
満
た

な
い
議
会
も
あ
り
、
女
性
・
若
者
の

積
極
的
な
参
加
や
村
長
の
給
与
を
参

考
と
し
た
議
員
報
酬
の
見
直
し
等
危

機
感
を
持
っ
て
議
会
改
革
を
し
な
い

と
い
け
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

阿
部
長
野
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会

　

阿
部
知
事
と
の
意
見
交
換
で
は
、

千
曲
川
左
岸
道
路
・
産
業
道
路
の
実

施
に
当
た
り
技
術
職
員
の
派
遣
・
申

請
時
に
お
け
る
書
類
整
備
へ
の
助
言

お
よ
び
台
風
19
号
に
よ
り
被
災
し
た

男
橋
の
早
期
竣
工
に
対
し
、
村
長
か

ら
知
事
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
そ
の

後
議
長
か
ら
、
今
回
の
メ
イ
ン
で
あ

る
土
木
部
長
、
農
政
部
長
へ
の
要
望

活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま

し
た
。

土
木
部
長
と
の
意
見
交
換
会

　

現
在
、
基
本
計
画
区
間
で
あ
る
長

坂
か
ら
八
千
穂
間
の
ル
ー
ト
案
を
沿

線
自
治
体
に
早
期
に
示
す
こ
と
と
、

こ
の
区
間
が
供
用
開
始
と
な
っ
て
も

新
直
轄
方
式
と
し
て
無
料
走
行
で
き

る
よ
う
に
要
望
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

山
梨
県
側
で
も
早
期
開
通
に
向
け
た

期
成
同
盟
会
も
で
き
て
き
た
の
で
、

機
運
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
今
後
も
沿
線
自
治
体
の
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

農
政
部
長
と
の
意
見
交
換
会

　

農
政
部
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、

⒈
県
営
畑
地
帯
総
合
事
業
事
業

の
計
画
的
な
事
業
採
択
と
予

算
増
額⒉

農
業
資
材
の
高
騰
で
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
農
家
の

た
め
国
が
行
う
支
援
対
策
の
確
実
な

運
用
に
つ
い
て

の
２
点
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
と
し
て
も
今
回
の
農
業
資

材
の
高
騰
に
つ
い
て
は
注
視
し
て
お

り
、
野
菜
の
み
な
ら
ず
畜
産
に
つ
い

て
も
野
菜
よ
り
は
る
か
に
コ
ス
ト
高

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
県
と

し
て
も
離
農
者
が
出
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
で
あ
り
、
最
重
要
課
題
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

大田市場で野菜市況についての説明を受ける

阿部知事との意見交換会

中部横断自動車道についての
意見交換

広報かわかみ NO.1599



　
年
を
と
っ
て
、
心
身
の
活
力

（
筋
力
、
認
知
機
能
、
社
会
と

の
つ
な
が
り
な
ど
）が
低
下
し

た
状
態
を
フ
レ
イ
ル
と
い
い
ま

す
。

　「
フ
レ
イ
ル
か
な
あ
」と
思
っ

た
ら
早
め
に
対
処
す
れ
ば
健

康
な
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
各
公
民
館
で
行
っ
て

い
る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
フ
レ
イ
ル
」 

ー 

健
康
長
寿
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

ー

　
居
倉
の
公
民
館
体
操
教
室

に
来
ら
れ
て
い
た
お
二
人
に
、

感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
A
）教
室
に
行
く
前
は
い
つ

も
億
劫
だ
な
あ
っ
て
思
っ
て
来

て
る
だ
よ
。
で
も
体
操
す
る

と
、
体
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
き

て
、
動
き
や
す
く
な
る
か
ら

　
５
月
10
日（
火
）、
長
野
市

の
ホ
テ
ル
犀
北
館
で「
令
和
４

年
春
の
叙
勲
伝
達
式
」が
行

わ
れ
、
前
川
上
村
代
表
監
査

委
員
　
由
井
龍
雄
氏
が「
旭

日
単
光
章
」を
受
章
し
ま
し

た
。

　
伝
達
式
で
は
、
長
野
県
知

事
か
ら
由
井
龍
雄
氏
へ
勲
章

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
と
は
、
国
家
ま
た
は

社
会
に
対
す
る
功
労
者
を
対

象
に
、
国
が
旭
日
章
ま
た
は

瑞
宝
章
の
い
ず
れ
か
を
春
と

秋
に
授
与
す
る
栄
典
で
す
。

　平
成
16
年
か
ら
令
和
２
年

ま
で
４
期
16
年
間
に
渡
り
、

川
上
村
代
表
監
査
委
員
と
し

て
川
上
村
の
財
政
や
事
業
の

健
全
化
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、「
南
佐
久
郡

町
村
監
査
委
員
協
議
会 

会

長
」や「
長
野
県
町
村
監
査
委

員
協
会 

会
長
」を
歴
任
。

村
、
郡
さ
ら
に
は
県
内
の

町
村
監
査
委
員
の
代
表
と

し
て
、
地
方
自
治
に
お
け

る
監
査
の
円
滑
、
適
正
な

執
行
と
監
査
委
員
制
度
の

公
正
か
つ
健
全
な
発
展
を

図
り
、
地
域
を
は
じ
め
県

下
の
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
尽
力
し
、
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

令和4年
春の叙勲

旭
日
単
光
章
を
受
章

前
川
上
村
代
表
監
査
委
員

　

　由
井

　龍
雄 

氏

フ
レ
イ
ル
っ
て
何
だ
ろ
う
？

「
外
出
が
億
劫
に
な
っ
て
き
た
」「
食
欲
が
な
く
な
っ
て
き
た
」

こ
れ
っ
て
フ
レ
イ
ル
か
も
？

フレイル予
防

4回シリーズ

第1回目

わ
が
村
の

元
気
な
シ
ニ
ア
さ
ん

来
て
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
。

　
B
）こ
こ
に
来
て
体
操
し
た

日
は
と
っ
て
も
よ
く
眠
れ
る

よ
。
友
達
を
誘
っ
て
ま
た
来
る

よ
。

　
常
に
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
さ
れ
、
好
奇
心
旺
盛
な

お
二
人
で
し
た
。
積
極
的
な

社
会
参
加
が
フ
レ
イ
ル
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

この日参加された　原登女子さん（左）／伊藤すみ子さん（右）

フレイルチェックについての問い合わせは、地域包括支援センター（TEL.97‐3614）まで

フ
レ
イ
ル
と
は
？

由
井
龍
雄

　氏

旭
日
単
光
章

地
方
自
治
功
労

功
労
概
要

功
績
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賜
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千
曲
川
左
岸
道
路
・
大
深
山
産
業
道
路
建
設
工
事
の
進
捗
と

令
和
４
年
度
の
工
事
予
定
に
つ
い
て

【
千
曲
川
左
岸
道
路
】

　
居
倉
の
起
点（
小
坂
橋

附
近
）か
ら
大
深
山
ま
で

　
男
橋
は
、
令
和
元
年
の

台
風
19
号
で
被
災
し
、
長

野
県
に
よ
り
令
和
３
年
度

か
ら
現
場
の
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

橋桁設置
の様子
（4月19日）

コンクリート打設の準備
（6月28日） に

か
け
て
、
道
路
築
造
工

事
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
文
化
セ

ン
タ
ー
裏
の
道
路
拡
幅
工

事
及
び
全
線
の
舗
装
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

【
大
深
山
産
業
道
路
】

　
大
深
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
川
上
ト
ン
ネ
ル
ま
で
、

及
び
大
深
山
橋
付
近
か
ら

ふ
る
さ
と
農
道
合
流
の
手

前
ま
で
の
道
路
築
造
工
事

新小川橋付近

大深山グラウンド付近

が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
ト
ン

ネ
ル
の
出
口（
西
側
）か
ら

大
深
山
橋
付
近
ま
で
、
及

び
ふ
る
さ
と
農
道
と
の
交

差
点
付
替
え
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
令
和
５
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
て
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
工
事
中
は
通
行
止
め
な

ど
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
秋
の
完
成
に
向
け
て
！

　
今
回
架
け
ら
れ
る
男
橋

は
橋
長
88.

６ｍ
、
車
道
幅

6.5ｍ
で
、
さ
ら
に
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
新
た

に
幅
2.5ｍ
の
歩
道
が
設
置

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
橋
脚
が
４
本
か

ら
２
本
に
な
り
、
大
規
模

な
増
水
が
あ
っ
た
場
合
で

も
水
の
流
れ
を
妨
げ
に
く

い
構
造
と
な
って
い
ま
す
。

　
７
月
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
打
設
が
始
ま
り
、
進
捗

は
順
調
で
、
工
事
は
今
秋

の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

男
橋
災
害
復
旧
工
事

　
川
上
村
新
庁
舎
及
び

交
流
防
災
セ
ン
タ
ー
の
進

捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
令
和
５
年
３
月
の
完

成
に
向
け
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど

お
り
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
、
建
物
の
土
台

で
あ
る
基
礎
工
事
ま
で
完

了
し
て
い
ま
す
。
７
月
か

ら
建
築
現
場
は
作
業
用
足

場
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

柱
・
梁
な
ど
建
物
の
構
造

材
を
組
み
立
て
る
建
て
方

作
業
へ
と
工
程
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
８
月
下

旬
よ
り
屋
根
工
事
に
着
手

川
上
村
新
庁
舎
等
建
設
工
事

進
捗
状
況
に
つい
て

し
て
い
き
ま
す
の

で
徐
々
に
建
物
の

形
状
が
見
え
て

く
る
か
と
思
い
ま

す
。
村
民
の
皆

様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
が
引

き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

　
年
を
と
っ
て
、
心
身
の
活
力

（
筋
力
、
認
知
機
能
、
社
会
と

の
つ
な
が
り
な
ど
）が
低
下
し

た
状
態
を
フ
レ
イ
ル
と
い
い
ま

す
。

　「
フ
レ
イ
ル
か
な
あ
」と
思
っ

た
ら
早
め
に
対
処
す
れ
ば
健

康
な
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
各
公
民
館
で
行
っ
て

い
る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
フ
レ
イ
ル
」 

ー 

健
康
長
寿
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

ー

　
居
倉
の
公
民
館
体
操
教
室

に
来
ら
れ
て
い
た
お
二
人
に
、

感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
A
）教
室
に
行
く
前
は
い
つ

も
億
劫
だ
な
あ
っ
て
思
っ
て
来

て
る
だ
よ
。
で
も
体
操
す
る

と
、
体
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
き

て
、
動
き
や
す
く
な
る
か
ら

　
５
月
10
日（
火
）、
長
野
市

の
ホ
テ
ル
犀
北
館
で「
令
和
４

年
春
の
叙
勲
伝
達
式
」が
行

わ
れ
、
前
川
上
村
代
表
監
査

委
員
　
由
井
龍
雄
氏
が「
旭

日
単
光
章
」を
受
章
し
ま
し

た
。

　
伝
達
式
で
は
、
長
野
県
知

事
か
ら
由
井
龍
雄
氏
へ
勲
章

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
と
は
、
国
家
ま
た
は

社
会
に
対
す
る
功
労
者
を
対

象
に
、
国
が
旭
日
章
ま
た
は

瑞
宝
章
の
い
ず
れ
か
を
春
と

秋
に
授
与
す
る
栄
典
で
す
。

　平
成
16
年
か
ら
令
和
２
年

ま
で
４
期
16
年
間
に
渡
り
、

川
上
村
代
表
監
査
委
員
と
し

て
川
上
村
の
財
政
や
事
業
の

健
全
化
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、「
南
佐
久
郡

町
村
監
査
委
員
協
議
会 

会

長
」や「
長
野
県
町
村
監
査
委

員
協
会 

会
長
」を
歴
任
。

村
、
郡
さ
ら
に
は
県
内
の

町
村
監
査
委
員
の
代
表
と

し
て
、
地
方
自
治
に
お
け

る
監
査
の
円
滑
、
適
正
な

執
行
と
監
査
委
員
制
度
の

公
正
か
つ
健
全
な
発
展
を

図
り
、
地
域
を
は
じ
め
県

下
の
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
尽
力
し
、
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

令和4年
春の叙勲

旭
日
単
光
章
を
受
章

前
川
上
村
代
表
監
査
委
員

　

　由
井

　龍
雄 

氏

フ
レ
イ
ル
っ
て
何
だ
ろ
う
？

「
外
出
が
億
劫
に
な
っ
て
き
た
」「
食
欲
が
な
く
な
っ
て
き
た
」

こ
れ
っ
て
フ
レ
イ
ル
か
も
？

フレイル予
防

4回シリーズ

第1回目

わ
が
村
の

元
気
な
シ
ニ
ア
さ
ん

来
て
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
。

　
B
）こ
こ
に
来
て
体
操
し
た

日
は
と
っ
て
も
よ
く
眠
れ
る

よ
。
友
達
を
誘
っ
て
ま
た
来
る

よ
。

　
常
に
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
さ
れ
、
好
奇
心
旺
盛
な

お
二
人
で
し
た
。
積
極
的
な

社
会
参
加
が
フ
レ
イ
ル
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

この日参加された　原登女子さん（左）／伊藤すみ子さん（右）

フレイルチェックについての問い合わせは、地域包括支援センター（TEL.97‐3614）まで
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本
村
に
勤
め
て
早
４
カ
月
経
ち

　
ま
す
が
、
率
直
な
感
想
を
教
え

　
て
く
だ
さ
い
！

恵
　覚
え
る
こ
と
も
多
く

大
変
で
す
が
、
診
療
所
で

の
業
務
も
少
し
づ
つ
慣
れ
て

き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

楓
　学
校
で
今
ま
で
学
ん

で
き
た
事
と
違
っ
て
現
場
の

子
ど
も
達
は
の
び
の
び
と
し

て
い
て
、
一
緒
に
い
る
の
が
す

ご
く
楽
し
い
で
す
。

　
前
職
ま
た
は
大
学
・
専
門
学
校

　
で
学
ん
で
い
た
こ
と
は
？

恵
　病
院
勤
務
後
、
個
人
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
そ
の
後
住
居
型
の
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
看
護
師
と
し
て
勤
め

て
い
ま
し
た
。

楓
　上
田
市
の
短
大
で
保
育
士
の

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
村
の
職
員
に
な
ろ
う
と
し
た

　
き
っ
か
け
は
？

恵
　川
上
村
の
主
人
の
実
家
近
く

に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
、
川
上

村
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
も
多

く
、
早
く
馴
染
め
る
よ
う
に
と
思

い
村
内
の
診
療
所
を
希
望
し
ま
し

た
。

楓
　小
中
学
校
の
頃
、
川
上
村
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
川
上
村
が
好

き
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
も
優
し
か

っ
た
事
か
ら
、
選
び
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
職
員
に
な
り
た
い

　
で
す
か
？

恵
　笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
診
療
所

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
え
る
看
護
師
に
な
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

楓
　子
ど
も
達
の
事
を
第
一
に
考

え
て
、
ど
れ
だ
け
年
齢
を
重
ね
て

も
一
緒
に
思
い
っ
き
り
遊

べ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
川
上
村
の
印
象
は
？

恵
　山
が
好
き
な
の
で
、

新入職員紹介！
N e w    

s  t  a  f  f

山
が
近
く
て
落
ち
着
き
ま
す
。

楓
　静
か
に
過
ご
せ
て
、
自
然
が

豊
か
で
、
お
水
が
お
い
し
く
て…

、

凄
く
好
き
で
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
に
む
け
て
一
言

　
お
願
い
し
ま
す
。

恵
　川
上
村
の
皆
さ
ん
に
、
憶
え

て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

楓
　川
上
村
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

笑顔で、
気持ちの

良い

対応を心
掛けたい

です。

中島 恵（41）
●出身：松本市
●趣味：スノーボード・山登り・
トレッキング（最近行けてないですが）
●休日の過ごし方：最近は子供
たちと公園で虫取りです

川上村診療所の看護師
なかじま　めぐみ

体力には
自信があ

るので、
子ども達

と

たくさん遊
びたいで

す。

犬飼 楓（20）
●出身：佐久市
●趣味：体を動かすことです
●休日の過ごし方：家の中で
ゆっくり過ごしています

かわかみ保育園の保育士
いぬかい　かえで

■Q

■Q■Q■Q

■Q

■Q

※高校時代、やり投げの選手だったそうです

　結婚という人生の大きな節目を迎えられる２人の門
出が、より思い出深い日になるよう川上村オリジナル
婚姻届を作成しました。

オリジナル婚姻届ができました

　この届書は役場窓口で配布しています。ホームペー
ジからもダウンロードできるので、お２人のハレの日に
ぜひご利用ください。どこの市区町村でもお使いいただ
けます。

　川上村結婚祝金の要件などについては、
ホームページをご覧ください。

川上村に

さらに愛
着を持て

るような

かわいい
デザイン

に

なりまし
た

発行事業について
　村では、新型コロナウイルス感染症に加え原油価格・物価高騰の影響を受けた地域産業（農業・商工業）
と住民支援を目的に、期間を限定して使用できる令和 4 年度川上村プレミアム付商品券の発行事業を実施
しています。
　商品券の使用方法、使用期限等は下記のとおりですので、村民の皆様には積極的なご利用をお願いします。

１．販売額 5,000円／1セット（1セット10枚：商品券10,000円分）
２．購入上限 4セット／1人（例：世帯員数5人×4セット=20セットまで購入可能）
３．プレミアム率 100％
４．販売期間・場所 令和４年７月２６日（火）から９月３０日（金）まで
 各地区販売指定日に購入されなかった方は、7月30日（土）以降役場にて購入ください。
 なお、８月１日（月）からは平日のみの販売となります。※販売期間終了後の追加販売はしません。
５．使用期限 令和5年1月31日（火）
６．商品券使用範囲

７．商品券取扱店

１）商品券は、次に掲げるもの及び各取扱店が特に定めたものには使用できません。不動産や金融商品、 
 たばこ、商品券やプリペイドカードなど換金性の高いもの、　国税、地方税や使用料など公租公課
２）その他 現金との交換、クレジットカードとの併用はできません。おつりは出ません。

ご不明な点は、企画課 振興係（97-2123）までお問い合わせください。

●白木旅館
●Yショップマスヤ商店
●三枝理容店
●JA川上そ菜販売
●ファミリーマート ヤマナカ
●北野屋自動車（株）川上営業所
●（株）TRK
●馬場商店
●Calafate nana（カラファテ川上店）
●（一財）川上村振興公社
●四季の味 樹木里
●中島農機具店
●ナナーズ川上店
●藤原商店
●ヘアーサロン香若髪・ヨコモリ
●丸共建設（株）
●南佐久南部森林組合
●森の駅 マルシェかわかみ

●ゆり
●岩水理容店
●（有）川上アポロ商会
●暮らしの衣料ピース（有）渡辺ふとん店
●喫茶ぴおれ
●サカエ美容室
●善慶庵
●大心金物店
●（有）長萬製菓
●ポパイ
●焼肉ふじもと
●山新商店
●由井薬局
●新井鉄工所
●（資）尾張屋金物店
●川上電器設備
●JA長野八ヶ岳 川上支所
●シャトレーゼカントリークラブ野辺山

●シャトレーゼホテル野辺山
●新海建設興業（株）
●高野屋薬局
●高見澤建設
●田中畳店
●（有）土屋工業
●（有）渡辺建設　
●畑八開発（株）川上支店
●福田屋商店
●理容ユイ
●渡邉住設
●（株）五光牧場
●JA川上物産
●信濃物流（株）
●（有）マックス
●（株）原田アグロビジネス
●（株）佐久協同
●嶋屋種苗（株）

令和4年（2022年）7月22日発行 12



発行事業について
　村では、新型コロナウイルス感染症に加え原油価格・物価高騰の影響を受けた地域産業（農業・商工業）
と住民支援を目的に、期間を限定して使用できる令和 4 年度川上村プレミアム付商品券の発行事業を実施
しています。
　商品券の使用方法、使用期限等は下記のとおりですので、村民の皆様には積極的なご利用をお願いします。

１．販売額 5,000円／1セット（1セット10枚：商品券10,000円分）
２．購入上限 4セット／1人（例：世帯員数5人×4セット=20セットまで購入可能）
３．プレミアム率 100％
４．販売期間・場所 令和４年７月２６日（火）から９月３０日（金）まで
 各地区販売指定日に購入されなかった方は、7月30日（土）以降役場にて購入ください。
 なお、８月１日（月）からは平日のみの販売となります。※販売期間終了後の追加販売はしません。
５．使用期限 令和5年1月31日（火）
６．商品券使用範囲

７．商品券取扱店

１）商品券は、次に掲げるもの及び各取扱店が特に定めたものには使用できません。不動産や金融商品、 
 たばこ、商品券やプリペイドカードなど換金性の高いもの、　国税、地方税や使用料など公租公課
２）その他 現金との交換、クレジットカードとの併用はできません。おつりは出ません。

ご不明な点は、企画課 振興係（97-2123）までお問い合わせください。

●白木旅館
●Yショップマスヤ商店
●三枝理容店
●JA川上そ菜販売
●ファミリーマート ヤマナカ
●北野屋自動車（株）川上営業所
●（株）TRK
●馬場商店
●Calafate nana（カラファテ川上店）
●（一財）川上村振興公社
●四季の味 樹木里
●中島農機具店
●ナナーズ川上店
●藤原商店
●ヘアーサロン香若髪・ヨコモリ
●丸共建設（株）
●南佐久南部森林組合
●森の駅 マルシェかわかみ

●ゆり
●岩水理容店
●（有）川上アポロ商会
●暮らしの衣料ピース（有）渡辺ふとん店
●喫茶ぴおれ
●サカエ美容室
●善慶庵
●大心金物店
●（有）長萬製菓
●ポパイ
●焼肉ふじもと
●山新商店
●由井薬局
●新井鉄工所
●（資）尾張屋金物店
●川上電器設備
●JA長野八ヶ岳 川上支所
●シャトレーゼカントリークラブ野辺山

●シャトレーゼホテル野辺山
●新海建設興業（株）
●高野屋薬局
●高見澤建設
●田中畳店
●（有）土屋工業
●（有）渡辺建設　
●畑八開発（株）川上支店
●福田屋商店
●理容ユイ
●渡邉住設
●（株）五光牧場
●JA川上物産
●信濃物流（株）
●（有）マックス
●（株）原田アグロビジネス
●（株）佐久協同
●嶋屋種苗（株）

広報かわかみ NO.15913
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　5月10日（火）、設計業者を決める審査会が、設計会社7社の参加で行われました。
審査会では、村が提示した共通の課題に対し、各社それぞれがその解決策を提示し、
厳正な審査の結果、小諸市の株式会社東浜設計に決定しました。

川上村統合小学校建設整備　　計画（素案）イメージ公開

□本村に住所を有する方
□本村に事務所または事業所を有
する個人及びその他の団体
□本村に存する事務所または事業
所に勤務する方
□本村に納税義務を有する方
□「川上村統合小学校建設整備計画
（素案）」に利害関係を有する方

意見応募用紙をホームページから
ダウンロードし、住所・氏名を必
ず記入のうえ、次のいずれかの方
法により提出してください。
（意見応募用紙は、個別に郵送すること 
　も可能です。）

①持参
　川上村文化センター　
　川上村教育委員会　学校教育係
　募集期間中の月曜日～金曜日　
　（祝日を除く。）  8：30～ 17：15

村ホームページからダウンロード
または川上村教育委員会で閲覧く
ださい。

意見の募集締め切り

意見を提出できる方

意見の提出方法

令和4年8月31日（水）まで【必着】

計画素案の入手方法

②郵送
　〒384‐1405　長野県南佐久郡川上村大字大深山348‐9
　川上村文化センター　川上村教育委員会　学校教育係　あて
③電子メール
　togo-school@vill.kawakami.nagano.jp

電話や口頭でのご意見は受け付けておりません。
ご意見等については、村の考え方とあわせて公表する予定です。
提出されたご意見等に対する個別の回答はできません。

問い合わせ先　川上村教育委員会　97‐2000

全景イメージ

ふれあいホールイメージ

森の図書館イメージ

その他

川上村統合小学校建設整備計画（素案）について
ご意見を募集します。

令和8年4月開校に向けて

※詳しくは、川上村ホームページをご確認ください。

令和4年（2022年）7月22日発行 14
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　5月10日（火）、設計業者を決める審査会が、設計会社7社の参加で行われました。
審査会では、村が提示した共通の課題に対し、各社それぞれがその解決策を提示し、
厳正な審査の結果、小諸市の株式会社東浜設計に決定しました。

川上村統合小学校建設整備　　計画（素案）イメージ公開

□本村に住所を有する方
□本村に事務所または事業所を有
する個人及びその他の団体
□本村に存する事務所または事業
所に勤務する方
□本村に納税義務を有する方
□「川上村統合小学校建設整備計画
（素案）」に利害関係を有する方

意見応募用紙をホームページから
ダウンロードし、住所・氏名を必
ず記入のうえ、次のいずれかの方
法により提出してください。
（意見応募用紙は、個別に郵送すること 
　も可能です。）

①持参
　川上村文化センター　
　川上村教育委員会　学校教育係
　募集期間中の月曜日～金曜日　
　（祝日を除く。）  8：30～ 17：15

村ホームページからダウンロード
または川上村教育委員会で閲覧く
ださい。

意見の募集締め切り

意見を提出できる方

意見の提出方法

令和4年8月31日（水）まで【必着】

計画素案の入手方法

②郵送
　〒384‐1405　長野県南佐久郡川上村大字大深山348‐9
　川上村文化センター　川上村教育委員会　学校教育係　あて
③電子メール
　togo-school@vill.kawakami.nagano.jp

電話や口頭でのご意見は受け付けておりません。
ご意見等については、村の考え方とあわせて公表する予定です。
提出されたご意見等に対する個別の回答はできません。

問い合わせ先　川上村教育委員会　97‐2000

全景イメージ

ふれあいホールイメージ

森の図書館イメージ

その他

川上村統合小学校建設整備計画（素案）について
ご意見を募集します。

令和8年4月開校に向けて

※詳しくは、川上村ホームページをご確認ください。

広報かわかみ NO.15915



おでかけに いきたいな。
よるのけしきを みたい。

ささき うき

うみにもぐって さかなとり。
かえるを つかまえる。

わたなべ こうのすけ

プールに いきたい。
つるた まさや

うみに いきたい。
はやし りや

プールで 
あそびたいです。

たぐち えいと

べんきょうを 
いっぱい 
がんばりたい。

おおた らん

プールに はいりたい。
はやし あかし

べんきょうを 
がんばりたい。

はら かなた

としょかんに いきたい。
えんどう あゆ

プールに はいりたい。
たかみざわ いっしんおでかけに 

いきたい。

つるた せいら

ちばで あそんだり、
でんしゃに のりたい。

よしざわ しょうき

ばーばのうちに いきたいです。
はなびを する。

わたなべ ゆい

はなびを したいな。
ばぁべきゅうを したいな。

すぎやま つむぎ

がっこうのぷーるに 
はいりたい。

ひなた しゅうと

いちにち げぇむを 
したい。
はなびを したい。

わたなべ ひろか

うみで さかなを 
つかまえたいな。

はやし こうだい

こうえんで あそびたい。
ゆい たすく

かえるつかまえる。げぇむ。
おとうさんと ごじらの
えいがを みる。

はやし こうどう

はなびを する。
ぱぱと みちで 
ばいくに のる。

いざわ るい

うみに いきたい。
それで つりを
したいなぁ。

はら ゆうは

おしごとを 
がんばりたい。
おんせんに いきたい。

ゆい あゆ

げーむ、ひるね、
てれび、おとまり。

いで ゆうせい

げぇむを いちにち したいな。
こがねざわ さつき

おともだちと 
おとまりをして 
あそびたい。

いまい ななり

おばあちゃんの しゅっかの
てつだいに いきたい。

なかじま そうし

おでかけしたい。
ゆうえんちに いきたい。

ゆい はやと

いちにちじゅう 
じゆうに あそびたい。

ゆい ゆうま

かぶとむしと くわがたを 
とりたい。かいたい。

なかじま さくたろう

いちにち げぇむを したい。
よるは はなびを したい。

ゆい みはる

はなびを したい。
こいけ るか

おじいちゃんの はたけを 
てつだいたいな。

いまい ゆな

はなびを したいな。
いちにち げぇむを 
したい。

しみず れいか

ながのの おばあちゃんちに
いくのが たのしみ。

なかじま わか

はじめての
なつやすみ!

4月に入学して早4ヶ月。
そろそろ学校にも慣れてきたかな？

はじめての夏休み。
みんなはどんなことを楽しみにしているのかな？

第一
小学校

第一
小学校

第二
小学校

令和4年（2022年）7月22日発行 16



おでかけに いきたいな。
よるのけしきを みたい。

ささき うき

うみにもぐって さかなとり。
かえるを つかまえる。

わたなべ こうのすけ

プールに いきたい。
つるた まさや

うみに いきたい。
はやし りや

プールで 
あそびたいです。

たぐち えいと

べんきょうを 
いっぱい 
がんばりたい。

おおた らん

プールに はいりたい。
はやし あかし

べんきょうを 
がんばりたい。

はら かなた

としょかんに いきたい。
えんどう あゆ

プールに はいりたい。
たかみざわ いっしんおでかけに 

いきたい。

つるた せいら

ちばで あそんだり、
でんしゃに のりたい。

よしざわ しょうき

ばーばのうちに いきたいです。
はなびを する。

わたなべ ゆい

はなびを したいな。
ばぁべきゅうを したいな。

すぎやま つむぎ

がっこうのぷーるに 
はいりたい。

ひなた しゅうと

いちにち げぇむを 
したい。
はなびを したい。

わたなべ ひろか

うみで さかなを 
つかまえたいな。

はやし こうだい

こうえんで あそびたい。
ゆい たすく

かえるつかまえる。げぇむ。
おとうさんと ごじらの
えいがを みる。

はやし こうどう

はなびを する。
ぱぱと みちで 
ばいくに のる。

いざわ るい

うみに いきたい。
それで つりを
したいなぁ。

はら ゆうは

おしごとを 
がんばりたい。
おんせんに いきたい。

ゆい あゆ

げーむ、ひるね、
てれび、おとまり。

いで ゆうせい

げぇむを いちにち したいな。
こがねざわ さつき

おともだちと 
おとまりをして 
あそびたい。

いまい ななり

おばあちゃんの しゅっかの
てつだいに いきたい。

なかじま そうし

おでかけしたい。
ゆうえんちに いきたい。

ゆい はやと

いちにちじゅう 
じゆうに あそびたい。

ゆい ゆうま

かぶとむしと くわがたを 
とりたい。かいたい。

なかじま さくたろう

いちにち げぇむを したい。
よるは はなびを したい。

ゆい みはる

はなびを したい。
こいけ るか

おじいちゃんの はたけを 
てつだいたいな。

いまい ゆな

はなびを したいな。
いちにち げぇむを 
したい。

しみず れいか

ながのの おばあちゃんちに
いくのが たのしみ。

なかじま わか

はじめての
なつやすみ!

4月に入学して早4ヶ月。
そろそろ学校にも慣れてきたかな？

はじめての夏休み。
みんなはどんなことを楽しみにしているのかな？

第一
小学校

第一
小学校

第二
小学校
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課題を感じ

ている, 

71.4%

課題を感じて

いない（このま

までよい）, 

3.9%

わからない, 

22.5%

無回答, 

2.2%

回答者数 364人

1  道路網の整備・

充実【基幹道路】

2  道路網の整備・

充実【足元道路】

3  歩道・通学路等の整備

4  村営バスなどの公共交通環境

5  公園や子どもの遊び場などの整備

6  上水道・下水道の整備や生活

排水処理対策

7  自然災害（地震、火

災、水害）への防災対

策

8  消防・救急体制

9  犯罪などに対す

る防犯対策

10  除雪体制

11  広報（CATVな

ど）、行政防災無線

12  農業の支援

13  商業・サービス業の振興・支援

14  雇用の場の

確保など勤労者

対策

15  観光資源の活

用・観光施設や拠点

16  森林や河川な

ど自然環境の保全

17  町並みや景観

の維持・向上

18  ごみの処

理や減量化、リ

サイクル対策

19  環境汚染対策

（安全性対策）

20  診療所など地域医療施設・

緊急医療体制

21  保健活動・健康

づくり事業

22  高齢者福祉、介護保険サービス

23  障がい者福祉、障

がい福祉サービス

24  子育て支援

25  保育所施設や一時保育
26  小・中学校の

教育施設や教育環

境

27  スポーツ・レクリエーション活動

28  生涯学習、社会教育活動

29  村政への住

民意向の反映

30  地域や近隣住民とのつながり
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第７次川上村総合計画に係る村民意識調査の結果
をお知らせします

川上村の農業について課題
を感じていますか？

課題があると回答した方
どのようなことが村の農業の課題であ
ると思いますか？

皆様のご意見や調査結果の分析を進め、第７次総合計画の策定、今後の村政運営の改
善・向上に努めてまいります。 調査にご協力いただきました村民の皆様に感謝申し上
げます。

令和４年度から５年間の村政運営の基本指針となる総合計画の策
定に向けて、計画をより村民本位のものとするため、村民の皆様の
意識調査を実施しました。

今回の調査では、村の取組みの現状と今後の重要性や村の期間産
業である「農業」「少子化対策」等について伺い、510人の方から
回答をいただきました。ここでは、主な調査結果を紹介します。

調査実施概要
○調査対象：18歳以上の村民900人
○抽出方法：無作為抽出
○調査実施期間：
令和４年1月18日～２月18日（金）
○回答数：510人（回収率56.7％）

●村の暮らしの満足度と今後の重要性

36項目について、満足度と今後の重要度を
回答いただき、右記のとおり、得点化し、ス
コアを算出しました。
次ページの図は、その結果を示したもので
す。横軸が「満足度」、縦軸が「今後の重要
度」です。
重要度が高いものの、満足度が低く、優先
して充実が求められる「A：重点改善」には
「自然災害への防災対策」「犯罪などに対す
る防犯対策」「雇用の場の確保など勤労者対
策」「ごみの処理や減量・リサイクル対策な
どが」が挙がっています。

【満足度】
• 満足→→２点
• やや満足→１点
• やや不満→－１点
• 不満→－２点

【今後の重要度】
• とても重要→２点
• やや重要→１点
• さほど重要ではない→－１点
• 重要ではない→－２点

領域 内容

A：重点改善 重要度が高いにもかかわらず、満足度が低く、優先して充実が求められている取組み

B：随時改善 満足度も重要度も高いため、継続して充実する必要がある取組み

C：長期検討
満足度は低くかつ、重要度も低いため、他の項目の優先順位を勘案しながら、満足度を
向上していくべき取組み

D：現状維持
満足度は高く、重要度が低いため、現状を維持しつつ、村が担うべきか検討する必要が
ある取組み

●村の農業に感じている課題
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村の農業に課題を感じていたのは71.4％でした。具体的な課題としては「販売単価の低下」
「農繁期の人手か確保できない」などが挙がっています。
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販売単価の低下
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天候の変化（豪雨など）

将来の市場環境の変化

農繁期の労働時間が長い

農業従事者の高齢化

後継者の結婚相手の確保

農業機械など設備の保有や更新

出荷先、販売先

後継者の確保

農業技術の継承

若手への経営移譲

その他

無回答

回答者数

364人

第7次川上村総合計画に係る村民意識調査の結果を
お知らせします

　令和5年度から5年間の村政運営の基本指針となる
総合計画の策定に向けて、計画をより村民本位のもの
とするため、村民の皆様の意識調査を実施しました。
　今回の調査では、村の取組みの現状と今後の重要
性や村の基幹産業である「農業」や「地域福祉」、「少
子化対策」等について伺い、510人の方から回答をい
ただきました。ここでは、主な調査結果を報告します。

調査実施
概要

●調査対象：18歳以上の村民900人
●抽出方法：無作為抽出
●調査実施期間：
　令和4年1月18日（火）～ 2月18日（金）
●回答数：510人（回収率56.7％）

得点化の
仕方

村の暮らしの満足度と今後の重要性

村の農業について感じている課題

　36項目について、満足度と今後の重要度を回答い
ただき、右記のとおり、得点化し、スコアを算出しま
した。
　次ページの図は、その結果を示したものです。横
軸が「満足度」、縦軸が「今後の重要度」です。そして、
満足度・重要度それぞれの平均値に線を引き4つの領
域にわけました。
　重要度が高いものの、満足度が低く、優先して充
実が求められる「A：重点改善」には、「自然災害への
防災対策」「犯罪などに対する防犯対策」「雇用の場
の確保など勤労者対策」「ごみの処理や減量・リサイ
クル対策」などが挙がっています。

●満足 → 2点
●やや満足 → 1点
●やや不満 → -1点
●不満 → -2点

【満足度】

●とても重要 → 2点
●やや重要 → 1点
●さほど重要ではない → -1点
●重要ではない → -2点

【今後の重要度】

川上村の農業について課題を
感じていますか？

課題があると回答した方
どのようなことが村の農業の課題であると
思いますか？（複数回答）

　村の農業に課題を感じている方は71.4％でした。具体的な課題としては「販売単価の低下」「農繁期の
人手が確保できない」などが挙がっています。

　皆様のご意見や調査結果の分析を進め、第7次総合計画の策定や、今後の村政運営の改善・向上に努
めてまいります。 調査にご協力いただきました村民の皆様に感謝申し上げます。

重点改善

随時改善

長期検討

現状維持

A

B

C

D

■領域の見方

領域 内容

重要度が高いにもかかわらず、満足度が低く、優先して充実が求められている取組み

満足度も重要度も高いため、継続して充実する必要がある取組み

満足度は低く、かつ重要度も低いため、他の項目の優先順位を勘案しながら、満足度を向上していくべき取組み

満足度は高く、重要度が低いため、現状を維持しつつ、村が担うべきか検討する必要がある取組み

令和4年（2022年）7月22日発行 18



課題を感じ

ている, 

71.4%

課題を感じて

いない（このま

までよい）, 

3.9%

わからない, 

22.5%

無回答, 

2.2%

回答者数 364人

1  道路網の整備・

充実【基幹道路】

2  道路網の整備・

充実【足元道路】

3  歩道・通学路等の整備

4  村営バスなどの公共交通環境

5  公園や子どもの遊び場などの整備

6  上水道・下水道の整備や生活

排水処理対策

7  自然災害（地震、火

災、水害）への防災対

策

8  消防・救急体制

9  犯罪などに対す

る防犯対策

10  除雪体制

11  広報（CATVな

ど）、行政防災無線

12  農業の支援

13  商業・サービス業の振興・支援

14  雇用の場の

確保など勤労者

対策

15  観光資源の活

用・観光施設や拠点

16  森林や河川な

ど自然環境の保全

17  町並みや景観

の維持・向上

18  ごみの処

理や減量化、リ

サイクル対策

19  環境汚染対策

（安全性対策）

20  診療所など地域医療施設・

緊急医療体制

21  保健活動・健康

づくり事業

22  高齢者福祉、介護保険サービス

23  障がい者福祉、障

がい福祉サービス

24  子育て支援

25  保育所施設や一時保育
26  小・中学校の

教育施設や教育環

境

27  スポーツ・レクリエーション活動

28  生涯学習、社会教育活動

29  村政への住

民意向の反映

30  地域や近隣住民とのつながり

31  村の行財

政改革

32  役場・公共

施設などの利用

のしやすさ

33  冠婚葬祭・生活改善

34  人権尊重・人権教育

35  村営住宅の整備

36  村のイベント・お祭・行事
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満足度

第７次川上村総合計画に係る村民意識調査の結果
をお知らせします

川上村の農業について課題
を感じていますか？

課題があると回答した方
どのようなことが村の農業の課題であ
ると思いますか？

皆様のご意見や調査結果の分析を進め、第７次総合計画の策定、今後の村政運営の改
善・向上に努めてまいります。 調査にご協力いただきました村民の皆様に感謝申し上
げます。

令和４年度から５年間の村政運営の基本指針となる総合計画の策
定に向けて、計画をより村民本位のものとするため、村民の皆様の
意識調査を実施しました。

今回の調査では、村の取組みの現状と今後の重要性や村の期間産
業である「農業」「少子化対策」等について伺い、510人の方から
回答をいただきました。ここでは、主な調査結果を紹介します。

調査実施概要
○調査対象：18歳以上の村民900人
○抽出方法：無作為抽出
○調査実施期間：
令和４年1月18日～２月18日（金）
○回答数：510人（回収率56.7％）

●村の暮らしの満足度と今後の重要性

36項目について、満足度と今後の重要度を
回答いただき、右記のとおり、得点化し、ス
コアを算出しました。
次ページの図は、その結果を示したもので
す。横軸が「満足度」、縦軸が「今後の重要
度」です。
重要度が高いものの、満足度が低く、優先
して充実が求められる「A：重点改善」には
「自然災害への防災対策」「犯罪などに対す
る防犯対策」「雇用の場の確保など勤労者対
策」「ごみの処理や減量・リサイクル対策な
どが」が挙がっています。

【満足度】
• 満足→→２点
• やや満足→１点
• やや不満→－１点
• 不満→－２点

【今後の重要度】
• とても重要→２点
• やや重要→１点
• さほど重要ではない→－１点
• 重要ではない→－２点

領域 内容

A：重点改善 重要度が高いにもかかわらず、満足度が低く、優先して充実が求められている取組み

B：随時改善 満足度も重要度も高いため、継続して充実する必要がある取組み

C：長期検討
満足度は低くかつ、重要度も低いため、他の項目の優先順位を勘案しながら、満足度を
向上していくべき取組み

D：現状維持
満足度は高く、重要度が低いため、現状を維持しつつ、村が担うべきか検討する必要が
ある取組み

●村の農業に感じている課題
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後
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CD

■領域の見方

得点化の仕方

村の農業に課題を感じていたのは71.4％でした。具体的な課題としては「販売単価の低下」
「農繁期の人手か確保できない」などが挙がっています。

満足度
平均 0.23

重要度 平均 1.23

回答者数 510人
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出荷先、販売先

後継者の確保

農業技術の継承

若手への経営移譲

その他

無回答

回答者数

364人
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第７次川上村総合計画に係る村民意識調査の結果
をお知らせします

川上村の農業について課題
を感じていますか？

課題があると回答した方
どのようなことが村の農業の課題であ
ると思いますか？

皆様のご意見や調査結果の分析を進め、第７次総合計画の策定、今後の村政運営の改
善・向上に努めてまいります。 調査にご協力いただきました村民の皆様に感謝申し上
げます。

令和４年度から５年間の村政運営の基本指針となる総合計画の策
定に向けて、計画をより村民本位のものとするため、村民の皆様の
意識調査を実施しました。

今回の調査では、村の取組みの現状と今後の重要性や村の期間産
業である「農業」「少子化対策」等について伺い、510人の方から
回答をいただきました。ここでは、主な調査結果を紹介します。

調査実施概要
○調査対象：18歳以上の村民900人
○抽出方法：無作為抽出
○調査実施期間：
令和４年1月18日～２月18日（金）
○回答数：510人（回収率56.7％）

●村の暮らしの満足度と今後の重要性

36項目について、満足度と今後の重要度を
回答いただき、右記のとおり、得点化し、ス
コアを算出しました。
次ページの図は、その結果を示したもので
す。横軸が「満足度」、縦軸が「今後の重要
度」です。
重要度が高いものの、満足度が低く、優先
して充実が求められる「A：重点改善」には
「自然災害への防災対策」「犯罪などに対す
る防犯対策」「雇用の場の確保など勤労者対
策」「ごみの処理や減量・リサイクル対策な
どが」が挙がっています。

【満足度】
• 満足→→２点
• やや満足→１点
• やや不満→－１点
• 不満→－２点

【今後の重要度】
• とても重要→２点
• やや重要→１点
• さほど重要ではない→－１点
• 重要ではない→－２点

領域 内容

A：重点改善 重要度が高いにもかかわらず、満足度が低く、優先して充実が求められている取組み

B：随時改善 満足度も重要度も高いため、継続して充実する必要がある取組み

C：長期検討
満足度は低くかつ、重要度も低いため、他の項目の優先順位を勘案しながら、満足度を
向上していくべき取組み

D：現状維持
満足度は高く、重要度が低いため、現状を維持しつつ、村が担うべきか検討する必要が
ある取組み

●村の農業に感じている課題
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村の農業に課題を感じていたのは71.4％でした。具体的な課題としては「販売単価の低下」
「農繁期の人手か確保できない」などが挙がっています。
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わからない, 

22.5%

無回答, 

2.2%

回答者数 364人

1  道路網の整備・

充実【基幹道路】

2  道路網の整備・

充実【足元道路】

3  歩道・通学路等の整備

4  村営バスなどの公共交通環境

5  公園や子どもの遊び場などの整備

6  上水道・下水道の整備や生活

排水処理対策

7  自然災害（地震、火

災、水害）への防災対

策

8  消防・救急体制

9  犯罪などに対す

る防犯対策

10  除雪体制

11  広報（CATVな

ど）、行政防災無線

12  農業の支援

13  商業・サービス業の振興・支援

14  雇用の場の

確保など勤労者

対策

15  観光資源の活

用・観光施設や拠点

16  森林や河川な

ど自然環境の保全

17  町並みや景観

の維持・向上

18  ごみの処

理や減量化、リ

サイクル対策

19  環境汚染対策

（安全性対策）

20  診療所など地域医療施設・

緊急医療体制

21  保健活動・健康

づくり事業

22  高齢者福祉、介護保険サービス

23  障がい者福祉、障

がい福祉サービス

24  子育て支援

25  保育所施設や一時保育
26  小・中学校の

教育施設や教育環

境

27  スポーツ・レクリエーション活動

28  生涯学習、社会教育活動

29  村政への住

民意向の反映

30  地域や近隣住民とのつながり

31  村の行財

政改革

32  役場・公共

施設などの利用

のしやすさ

33  冠婚葬祭・生活改善

34  人権尊重・人権教育

35  村営住宅の整備

36  村のイベント・お祭・行事
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満足度

第７次川上村総合計画に係る村民意識調査の結果
をお知らせします

川上村の農業について課題
を感じていますか？

課題があると回答した方
どのようなことが村の農業の課題であ
ると思いますか？

皆様のご意見や調査結果の分析を進め、第７次総合計画の策定、今後の村政運営の改
善・向上に努めてまいります。 調査にご協力いただきました村民の皆様に感謝申し上
げます。

令和４年度から５年間の村政運営の基本指針となる総合計画の策
定に向けて、計画をより村民本位のものとするため、村民の皆様の
意識調査を実施しました。

今回の調査では、村の取組みの現状と今後の重要性や村の期間産
業である「農業」「少子化対策」等について伺い、510人の方から
回答をいただきました。ここでは、主な調査結果を紹介します。

調査実施概要
○調査対象：18歳以上の村民900人
○抽出方法：無作為抽出
○調査実施期間：
令和４年1月18日～２月18日（金）
○回答数：510人（回収率56.7％）

●村の暮らしの満足度と今後の重要性

36項目について、満足度と今後の重要度を
回答いただき、右記のとおり、得点化し、ス
コアを算出しました。
次ページの図は、その結果を示したもので

す。横軸が「満足度」、縦軸が「今後の重要
度」です。
重要度が高いものの、満足度が低く、優先

して充実が求められる「A：重点改善」には
「自然災害への防災対策」「犯罪などに対す
る防犯対策」「雇用の場の確保など勤労者対
策」「ごみの処理や減量・リサイクル対策な
どが」が挙がっています。

【満足度】
• 満足→→２点
• やや満足→１点
• やや不満→－１点
• 不満→－２点

【今後の重要度】
• とても重要→２点
• やや重要→１点
• さほど重要ではない→－１点
• 重要ではない→－２点

領域 内容

A：重点改善 重要度が高いにもかかわらず、満足度が低く、優先して充実が求められている取組み

B：随時改善 満足度も重要度も高いため、継続して充実する必要がある取組み

C：長期検討
満足度は低くかつ、重要度も低いため、他の項目の優先順位を勘案しながら、満足度を
向上していくべき取組み

D：現状維持
満足度は高く、重要度が低いため、現状を維持しつつ、村が担うべきか検討する必要が
ある取組み

●村の農業に感じている課題

満足度満足度

今
後
の
重
要
度

高低

低

高

現在の村の生活の満足度と今後の重要性

重点
改善

随時
改善

現状
維持

長期
検討

A B

CD

■領域の見方

得点化の仕方

村の農業に課題を感じていたのは71.4％でした。具体的な課題としては「販売単価の低下」
「農繁期の人手か確保できない」などが挙がっています。

満足度
平均 0.23

重要度 平均 1.23

回答者数 510人

71.7%

58.0%

56.0%

49.7%

44.8%

33.5%

29.1%

29.1%

26.4%

24.7%

12.9%

9.9%

10.2%

39.3%

0% 20% 40% 60% 80%

販売単価の低下

農繁期の人手が確保できない

天候の変化（豪雨など）

将来の市場環境の変化

農繁期の労働時間が長い

農業従事者の高齢化

後継者の結婚相手の確保

農業機械など設備の保有や更新

出荷先、販売先

後継者の確保

農業技術の継承

若手への経営移譲

その他

無回答

回答者数

364人

第7次川上村総合計画に係る村民意識調査の結果を
お知らせします

　令和5年度から5年間の村政運営の基本指針となる
総合計画の策定に向けて、計画をより村民本位のもの
とするため、村民の皆様の意識調査を実施しました。
　今回の調査では、村の取組みの現状と今後の重要
性や村の基幹産業である「農業」や「地域福祉」、「少
子化対策」等について伺い、510人の方から回答をい
ただきました。ここでは、主な調査結果を報告します。

調査実施
概要

●調査対象：18歳以上の村民900人
●抽出方法：無作為抽出
●調査実施期間：
　令和4年1月18日（火）～ 2月18日（金）
●回答数：510人（回収率56.7％）

得点化の
仕方

村の暮らしの満足度と今後の重要性

村の農業について感じている課題

　36項目について、満足度と今後の重要度を回答い
ただき、右記のとおり、得点化し、スコアを算出しま
した。
　次ページの図は、その結果を示したものです。横
軸が「満足度」、縦軸が「今後の重要度」です。そして、
満足度・重要度それぞれの平均値に線を引き4つの領
域にわけました。
　重要度が高いものの、満足度が低く、優先して充
実が求められる「A：重点改善」には、「自然災害への
防災対策」「犯罪などに対する防犯対策」「雇用の場
の確保など勤労者対策」「ごみの処理や減量・リサイ
クル対策」などが挙がっています。

●満足 → 2点
●やや満足 → 1点
●やや不満 → -1点
●不満 → -2点

【満足度】

●とても重要 → 2点
●やや重要 → 1点
●さほど重要ではない → -1点
●重要ではない → -2点

【今後の重要度】

川上村の農業について課題を
感じていますか？

課題があると回答した方
どのようなことが村の農業の課題であると
思いますか？（複数回答）

　村の農業に課題を感じている方は71.4％でした。具体的な課題としては「販売単価の低下」「農繁期の
人手が確保できない」などが挙がっています。

　皆様のご意見や調査結果の分析を進め、第7次総合計画の策定や、今後の村政運営の改善・向上に努
めてまいります。 調査にご協力いただきました村民の皆様に感謝申し上げます。

重点改善

随時改善

長期検討

現状維持

A

B

C

D

■領域の見方

領域 内容

重要度が高いにもかかわらず、満足度が低く、優先して充実が求められている取組み

満足度も重要度も高いため、継続して充実する必要がある取組み

満足度は低く、かつ重要度も低いため、他の項目の優先順位を勘案しながら、満足度を向上していくべき取組み

満足度は高く、重要度が低いため、現状を維持しつつ、村が担うべきか検討する必要がある取組み
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地域の子ども、子育てをサポートします

児童家庭支援センター「スミール」

令和４年度子育て世帯生活支援
特別給付金のご案内

※秘密は厳守いたします。お子さんに関することで不安やお悩みなどありましたらお気軽にご相談下さい。
　里親家庭や里親希望の方への支援も行っています。（相談は無料です。）
※令和 4年 4月1日より地域里親家庭サポートセンターから「児童家庭支援センター」になりました。

社会福祉法人 法延会 軽井沢学園内

スミールホームページ

児童家庭支援センター「スミール」

初回相談の
受付日時

月曜日～金曜日（祝祭日・年末年始など特定日を除く）
9:00～17:00(2回目以降は必要に応じて時間外の対応も可能です。)

相談内容
相談方法
対象者

育成相談(不登校など), 養育相談, 発達相談, 心理相談など子育てに関する相談全般
来所相談・電話相談・訪問相談・メール相談など（相談は無料です。）
佐久圏域にお住いの18歳未満の児童とそのご家族

開所案内

〒389-0115 長野県北佐久郡軽井沢町追分 1422 番地
TEL 0267-45-1081( 直通 )　FAX 0267-41-6272
MAIL smile@karuizawa-gakuen.jp

1 支給対象者 ①②の両方に当てはまる方(※ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く)

2 支給額
※支給にあたっては､申請が必要な場合があります。必ず支給手続きをご確認ください。

令和４年３月３１日時点で
18歳未満の児童
(障害児の場合､20歳未満)
を養育する父母等
(※令和５年２月末までに生まれた新生児等も
　 対象になります。)

厚生労働省 コールセンター
TEL.0120-400-903
（受付時間:平日9:00～18:00）

TEL.97-3600

………児童1人当たり 一律 ５万円

① ■令和４年度
　住民税（均等割）が非課税の方
または
■令和４年１月１日以降の収入が急変し、
　 住民税非課税相当の収入となった方

②

令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金 で検索

子育て世帯の
支援のため

を実施します!
給付金の支給

お問合わせ

お問合わせ

保健福祉課福祉係

（受付時間:平日8:30～17:15）

　8月は電気使用安全月間です。感電災害は夏場に
集中して発生します。夏は汗をかきやすく、皮膚の
露出部分が多くなり、また疲労から注意力が散漫に
なりがちです。この点から毎年8月を「電気使用安
全月間」とし、経済産業省の主唱のもとに全国一斉
に行われています。
　感電災害を防止するため、電気は安全に正しく使
いましょう。

『遺言・相続』無料相談会

電気は正しく安全に使いましょう

7月25日（月）～8月12日（金）

電気のご相談は…

令和4年8月7日（日）
午前10時から午後4時まで
上田勤労者福祉センター
（上田市中央4‐9‐1） 
後記 （1）～（3）いずれも無料

日 時

会 場

相 談 料
相談方法

●

●

●
●

：

：

：
：

（1）面談による相談

長野県司法書士会ホームページの予約フォームから
申込

□相談時間：45分以内 
□予約：必要
長野県司法書士会ホームページの予約フォームから
申込または長野県司法書士会事務局へ電話で申込
（電話：026‐232‐7492）

（2）電話による相談
□予約：不要
①0120‐33‐9279（フリーダイヤル）
②0120‐448‐788（フリーダイヤル）
※②は①の電話がつながりにくい場合にご利用ください。 

（3）Webによる相談
□相談方法：Zoomを使用

□相談時間：45分以内 
□予約：必要

（予約後、相談用のアドレスをご連絡します）

佐久広域連合職員採用試験
消防職員（初級・中級・上級）
すべて若干名
9月18日（日）【初級・中級・上級】
佐久広域連合消防本部3階講堂
①試験申込書（本人記入のこと）
②最終学校（卒業見込み）の
　学業成績証明書
③受験資格に必要な免許等を
　有する者は免許証等の写し

試 験 区 分
採用予定人員
第一次試験
試 験 会 場
提 出 書 類

受 付

●
●
●
●
●

●

：
：
：
：
：

※提出は、必ず本人が
　佐久広域連合消防本部へ持参すること

受験資格等の詳細は佐久広域連合ホームページを
ご覧ください

佐久広域連合消防本部総務課職員係
TEL.0267‐64‐0119お問合わせ

　市町村と県との協働により、パソコンやスマート
フォン・タブレットを使って読む「電子書籍」を貸し
出す「協働電子図書館」が始まります。小説やライト
ノベルなどの読み物、レシピ本、ビジネス書などの
さまざまな実用書や、子どもの本、英語の本などを
借りることができます。令和4年8月5日（金）運用
を開始します。
　電子図書館の利用者登録（ID作成）は、川上村文
化センター図書館でできます。
　文化センター図書館の利用カードを持参してお越
しください。利用カードを作成されていない方は、
新規に利用カードも作成します（無料です）。

❶IDを作る　申込場所……川上村文化センター図書館
❷ご自宅のパソコンかスマートフォン・タブレットで電子図書
　館サイトにアクセスし、IDとパスワードを入力
❸「検索/電子本棚」ページで読みたい本の「借りる」ボタン
　をクリック
❹貸出：本文が表示される（1度に2冊、1週間借りられる）
❺読み終わったら「返却」ボタンをクリック
　→期限日に自動返却（次の人が借りられる）

市町村と県による協働電子図書館
長野県民は だれでも いつでも どこからでも

協働電子図書館利用のしかた

※県立長野図書館に電子申請で利用登録をすると、専門書や学術書が
　読める閲覧サービスも利用できます。

令和4年度
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　8月は電気使用安全月間です。感電災害は夏場に
集中して発生します。夏は汗をかきやすく、皮膚の
露出部分が多くなり、また疲労から注意力が散漫に
なりがちです。この点から毎年8月を「電気使用安
全月間」とし、経済産業省の主唱のもとに全国一斉
に行われています。
　感電災害を防止するため、電気は安全に正しく使
いましょう。

『遺言・相続』無料相談会

電気は正しく安全に使いましょう

7月25日（月）～8月12日（金）

電気のご相談は…

令和4年8月7日（日）
午前10時から午後4時まで
上田勤労者福祉センター
（上田市中央4‐9‐1） 
後記 （1）～（3）いずれも無料

日 時

会 場

相 談 料
相談方法

●

●

●
●

：

：

：
：

（1）面談による相談

長野県司法書士会ホームページの予約フォームから
申込

□相談時間：45分以内 
□予約：必要
長野県司法書士会ホームページの予約フォームから
申込または長野県司法書士会事務局へ電話で申込
（電話：026‐232‐7492）

（2）電話による相談
□予約：不要
①0120‐33‐9279（フリーダイヤル）
②0120‐448‐788（フリーダイヤル）
※②は①の電話がつながりにくい場合にご利用ください。 

（3）Webによる相談
□相談方法：Zoomを使用

□相談時間：45分以内 
□予約：必要

（予約後、相談用のアドレスをご連絡します）

佐久広域連合職員採用試験
消防職員（初級・中級・上級）
すべて若干名
9月18日（日）【初級・中級・上級】
佐久広域連合消防本部3階講堂
①試験申込書（本人記入のこと）
②最終学校（卒業見込み）の
　学業成績証明書
③受験資格に必要な免許等を
　有する者は免許証等の写し

試 験 区 分
採用予定人員
第一次試験
試 験 会 場
提 出 書 類

受 付

●
●
●
●
●

●

：
：
：
：
：

※提出は、必ず本人が
　佐久広域連合消防本部へ持参すること

受験資格等の詳細は佐久広域連合ホームページを
ご覧ください

佐久広域連合消防本部総務課職員係
TEL.0267‐64‐0119お問合わせ

　市町村と県との協働により、パソコンやスマート
フォン・タブレットを使って読む「電子書籍」を貸し
出す「協働電子図書館」が始まります。小説やライト
ノベルなどの読み物、レシピ本、ビジネス書などの
さまざまな実用書や、子どもの本、英語の本などを
借りることができます。令和4年8月5日（金）運用
を開始します。
　電子図書館の利用者登録（ID作成）は、川上村文
化センター図書館でできます。
　文化センター図書館の利用カードを持参してお越
しください。利用カードを作成されていない方は、
新規に利用カードも作成します（無料です）。

❶IDを作る　申込場所……川上村文化センター図書館
❷ご自宅のパソコンかスマートフォン・タブレットで電子図書
　館サイトにアクセスし、IDとパスワードを入力
❸「検索/電子本棚」ページで読みたい本の「借りる」ボタン
　をクリック
❹貸出：本文が表示される（1度に2冊、1週間借りられる）
❺読み終わったら「返却」ボタンをクリック
　→期限日に自動返却（次の人が借りられる）

市町村と県による協働電子図書館
長野県民は だれでも いつでも どこからでも

協働電子図書館利用のしかた

※県立長野図書館に電子申請で利用登録をすると、専門書や学術書が
　読める閲覧サービスも利用できます。
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フォトピ !
川上村のできごと

topicsPhoto

　村内の小学生が地区ごとチームに分か
れて競い合う、少年野球連盟主催の野球
大会が開催されました。結果は秋山・梓
山・川端下の合同チームである“AKA”
チームが優勝しました。

5/22 少年野球連盟春季大会

　南部漁業協同組合によるニジマスの放流
が行われました。今年は工事業者協力のも
と男橋の下で行われ、恒例のマス釣りに加
えて子ども向けに魚のつかみ取り大会も開
催されました。

5/5 男橋の下で
ニジマスの放流

　第一小学校の3年生と5年生が災害復旧工事中の男橋を見学しま
した。巨大なクレーンで吊り上げられる橋桁に驚きの声を上げる児童
たち。さらには、ドローンを使った記念撮影も行われ、貴重な体験を
重ねました。

4/20 第一小3・5年生男橋見学

　第一・第二小学校の3年生が木育授
業としてカラマツの種まきを体験しまし
た。講師の方に教わりながら小さな種を
一粒一粒丁寧に蒔いていました。

5/26 小学3年生カラマツの種まき体験

　12月に創立100周年を迎える上田信用金庫は、地域との連携
をさらに深めるため、東信地区の15市町村に対し総額1770万
円を寄付されました。川上村は30万円の寄付をいただきました。
　また、この日は理事長の小池文彦氏が川上村を訪れ、役場村
長室で贈呈式が行われました。

5/30 上田信用金庫による寄付

　長野県企業局により、村内初の水力発電所が金峰山
川阿知端下ダム横に設置されることとなりました。この
日は安全祈願祭及び起工式が執り行われ、起工式では
発電所の名前を「金峰山川発電所」と発表し、名付け親
である3名の生徒・児童が表彰を受けました。

5/31 金峰山川発電所起工式

　今年も東信大会からのスタートとなり、
KCV特別番組の撮影では真剣に練習に打
ち込む姿を見せてくれた生徒たち。このメ
ンバーで大会に出られるのはこれが最後、
全校生徒の応援を胸に試合に挑みました。

6/3 中学校部活動の
東信大会壮行会

　第一・第二小学校の5年生がYMCA
跡地で約300本のカラマツの苗を植え
ました。慣れない道具に苦戦する児童た
ちでしたが、役割を分担しながらたくさ
んの苗を植えました。

6/3 小学5年生植林体験

　今年も学校の横にあ
る田んぼで田植えの授
業が行われました。泥だ
らけになりながらも手際
よく作業を進める児童た
ちは、苗を植えながら
「収穫後のおもちを早く
食べたい」といった話題
で盛り上がっていました。

6/1 第一小5年生田植え
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と男橋の下で行われ、恒例のマス釣りに加
えて子ども向けに魚のつかみ取り大会も開
催されました。

5/5 男橋の下で
ニジマスの放流
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たち。さらには、ドローンを使った記念撮影も行われ、貴重な体験を
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円を寄付されました。川上村は30万円の寄付をいただきました。
　また、この日は理事長の小池文彦氏が川上村を訪れ、役場村
長室で贈呈式が行われました。

5/30 上田信用金庫による寄付

　長野県企業局により、村内初の水力発電所が金峰山
川阿知端下ダム横に設置されることとなりました。この
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ち込む姿を見せてくれた生徒たち。このメ
ンバーで大会に出られるのはこれが最後、
全校生徒の応援を胸に試合に挑みました。

6/3 中学校部活動の
東信大会壮行会

　第一・第二小学校の5年生がYMCA
跡地で約300本のカラマツの苗を植え
ました。慣れない道具に苦戦する児童た
ちでしたが、役割を分担しながらたくさ
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6/3 小学5年生植林体験
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業が行われました。泥だ
らけになりながらも手際
よく作業を進める児童た
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6/1 第一小5年生田植え
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写真②V-ONU

一戸一台、
建物外壁に設置
されています

防災行政無線戸別受信機の調子が悪くなったら

テレビが急に映らなくなったら

各戸に配布している防災行政無線戸別受信機の調子が悪くなり、
放送が途切れる・全く聞こえないなどの症状がある場合は…

1
2

まず確認を！

様々な原因が考えられますので、まずは企画課企画広報係までご連絡ください。

それでも症状が改善しない場合は…

写真①の赤くマークした部分の電源を入れなおしてください。
コンセントから電源を取っている場合には、コンセントを挿しなおし
てください。
　また、電池のみで稼動をしている場合は、電池が切れていない
かを確認してください。写真②のように表面のカバーを外すと電池
を確認できます。（コンセントから電源を取っている場合は電池の確
認は必要ありません。）

写真①

写真②

楽しみにしていた番組を観ようとテレビをつけたら何も映らない…。
電源は入っているのに画面は黒い状態、そんな時は以下の箇所を確認してみましょう！

　同軸ケーブル（写真①）はテレビの信号等を流すのに用いるケーブルで
す。テレビが映らない際、こちらを新品に交換または接続部分を抜き挿し
するなどで改善する場合があります。これは、何かの拍子や機器の経年劣
化などで接触が悪くなったことが考えられます。

　宅内のテレビには、外壁等に設置したV-ONU（映像用光電変換装置：写
真②）から同軸ケーブル伝いで地上波放送等の信号をテレビに送っていま
す。そのV-ONUに正しく電気が供給されていない場合、テレビが映らな
くなります。写真③はPS（Power Supply）機器と呼ばれるV-ONUの電
源供給器で、宅内の皆さんの見える場所に置いてある場合が多いです。こ
ちらのコンセントや同軸ケーブルがちゃんと入っているか、ランプは正常に
ついているか等確認してください。

　以上の箇所を確認してもテレビが映らない場合は、V-ONUやケーブル
の異常等が考えられます。他にもわからない事がありましたら、企画課企
画広報係までご連絡ください。

❶テレビ等に繋がっている同軸ケーブルの接触確認

❷PS電源の確認

写真①同軸ケーブル

写真③PS機器

テレビの裏や
固定電話の近くに
設置されている場合
がほとんどです

お問い合わせ：企画課企画広報係 TEL.0267‐97‐2123
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。
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れ
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わ
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し
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さ
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に
、
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な
限
り
早
く
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で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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